
［
対
象
］
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、

要
介
護
度
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
人

［
内
容
］
テ
ー
プ
型
を
基
準
に
１
か
月
30
枚
を
限
度

に
１
回
に
２
か
月
分
（
偶
数
月
）
紙
お
む
つ
を
支
給

	［
対
象
］
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
安
否
確
認
が
必
要

な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
人

［
内
容
］
乳
酸
飲
料
を
１
週
間
に
２
回
（
各
１
本
）

配
達
し
、
安
否
確
認
を
実
施

［
対
象
］
①
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
で
、
病
弱
な
ど
の
理
由
に
よ
り
装
置
を
必
要

と
す
る
人　
②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
で
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て

い
て
、
装
置
を
必
要
と
す
る
人　
③
高
齢
者
世
帯
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
１
人
が
要
介
護
度
４
又
は
５
の
認

定
を
受
け
て
い
て
、
装
置
を
必

要
と
す
る
人

［
内
容
］
突
発
的
な
災
害
、
急

病
、
事
故
な
ど
の
緊
急
事
態
に

対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与

	［
対
象
］
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者　

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
病
弱
な
ど
の
理
由
に

よ
り
配
付
を
希
望
す
る
人　
③
障
が
い
、
病
弱
な
ど

の
理
由
に
よ
り
配
付
を
希
望
す
る
人

［
内
容
］
か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な
ど
の
医
療
情
報
、

緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、

自
宅
の
冷
蔵

庫
に
保
管
し
て

お
く
こ
と
で
、

万
一
の
緊
急
時

に
備
え
る
も
の

	［
対
象
］
は
い
か
い
行
動
の
見
ら
れ
る
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
人

［
内
容
］
は
い
か
い
行
動
の
見
ら
れ
る
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
位
置
情
報
端
末
機
を
貸

し
出
し
、位
置
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、

は
い
か
い
高
齢
者
の
保
護
を
支
援

［
費
用
］
基
本
料
金　
５
０
０
円
（
税
別
）
／
月

	［
対
象
］
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
歩
行

時
に
杖
な
ど
を
常
時
必
要
と
し
て
い
る
人

［
内
容
］
シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
費
用
（
市
内
販
売
店

に
限
る
）
の
一
部
を
助
成

紙
お
む
つ
の
支
給
事
業
（
現
物
支
給
）

愛
の
定
期
便
事
業

は
い
か
い
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
普
及
事
業

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
助
成
事
業

高齢者在宅
福祉サービス

　今後高齢化が進行し、団塊の世代が 75 歳を向える 2025 年には市民の
３人に１人が高齢者になると予測されています。高齢化の進行に伴い、
介護を必要とする高齢者が増える中で、ひとり暮らしの高齢者や高齢
者のみの世帯の増加が見込まれています。高齢者の中には、体が不自
由になった場合に望む暮らし方について「自宅に住み続けたい」と考
える人が多くいます。市では、家族の介護が期待できる人はもちろん、
ひとり暮らしでも自宅で暮らし続けたいと考えている人が利用できる

「在宅高齢者福祉サービス」を行っています。ぜひご利用ください。

▶
救
急
隊
が
適
切
な
救
急
活
動
を

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
キ
ッ
ト
で
す
。

申請方法は事前にお問い合わせください
問高齢福祉課（本庁１階）内線２２７暮らせるように
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■地域包括支援センター
［相談時間］平日　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
　地域の高齢者のみなさんが安心して元気に暮ら
せるよう介護予防に関する事業を実施しています。
困ったことや心配ごとはなんでもご相談ください。
自宅へもお伺いします。
　「虐待かも ･･･」と思うことがありましたら、早
期にご連絡ください。通報・相談者に関する情報の
秘密は守られますのでご安心ください。どうぞお気
軽にお電話ください。

■在宅介護支援センター
［相談時間］平日　午前８時 30 分〜午後５時
※電話でのご相談は休日・夜間も受け付けています。

下
館

市地域包括支援センター（市役所本庁１階）
　☎２４−２１１５（直通）
　☎２４−２１１１（代表）内線２１８・２６２

関
城
・
明
野
・
協
和

地域包括支援センターまごころ
■関城老人福祉センター（藤ケ谷）内
　☎４９−９８８８（直通）
　☎２０−３３１０（代表）
■明野農村環境改善センター（新井新田）内
　☎５２−８５５２（直通）
　☎５２−１３８１（代表）
■協和ふれあいセンター（久地楽）内
　☎５７−３６６８（直通）
　☎５７−３８８８（代表）

おばやし在宅介護支援センター
（老健施設　ごぎょうの里内）  ☎２５−５７１３
［休日・夜間受付］☎０９０−１５４２−６６８２

敬心苑在宅介護支援センター
（老福施設　敬心苑内）           ☎２５−６８８６

しらとり在宅介護支援センター
（老福施設　しらとり内）        ☎２８−１２７７

中舘在宅介護支援センター
（三岳荘小松﨑病院内）           ☎２５−６１５５

関城在宅介護支援センター
（大圃病院内）                       ☎３７−７７９７

明野在宅介護支援センター
（明野農村環境改善センター内） ☎５２−５３０８

協和在宅介護支援センター
（老福施設県西せいかん荘内）   ☎５７−６５３１

［
助
成
額
］
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
（
５
，

０
０
０
円
を
限
度
）
※
購
入
前
に
申
請
が
必
要

	［
対
象
］
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
を
介
護
し
て

い
る
介
護
者
で
希
望
す
る
人

［
内
容
］
介
護
す
る
人
が
周
り
か
ら

介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
き
に
使
う
「
介
護
マ
ー
ク
」（
ケ
ー
ス

に
入
れ
た
カ
ー
ド
）
を
配
付

	［
対
象
］
要
介
護
度
４
又
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い

要
介
護
高
齢
者
等
介
護
慰
労
金
の
支
給

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人

※
基
準
日(

７
月
31
日)

以
前
の
１
年
間
に
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
除
く

［
内
容
］
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
全
く
利
用
せ
ず
に
、

要
介
護
度
４
又
は
５
の
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
に
慰
労
金
を
支
給

［
慰
労
金
］
１
０
０
，
０
０
０
円
／
年　
※
申
請
期
間

（
８
月
予
定
）
は
後
ほ
ど
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

	［
対
象
］
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族

［
内
容
］
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、

外
出
す
る
時
間
帯
や
介
護
疲
れ
で
休
息
が
必
要
な

時
間
帯
に
、
や
す
ら
ぎ
支
援
員
が
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
て
、
見
守
り
や
話
し
相
手
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供

［
費
用
］
３
０
０
円
／
１
回
（
３
時
間
以
内
）

	［
対
象
］
県
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
人
（
７
月
31
日
で
65

歳
に
到
達
す
る
人
を
含
む
）

［
内
容
］
協
賛
店
で
お
得
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド

を
配
付

住み慣れた地域で安心して
介
護
マ
ー
ク
普
及
事
業

認
知
症
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

い
ば
ら
き
シ
ニ
ア
カ
ー
ド
普
及
事
業

▲料金割引やポイント加算など
の特典を受けることができます

高齢者の
相談窓口
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春
の
叙
勲
・
褒
章

　

平
成
28
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
、
高
齢
者
叙
勲
と
あ
わ
せ
て
、
受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新井　利平さん

（78 歳・西石田）

�旭日双光章

　平成７年に下館市
議 会 議 員 に 当 選 以
来、４期 16 年在職されました。その間、
副議長、議長を歴任され、子育て支援や合
併後の山積された問題の解決など、市の発
展のために尽力されました。｢たくさんの
方々にお力添えをいただきながら、子ども
たちがたくましく社会へ羽ばたけるように
との思いで活動することができました」。

元市議会議員

（あらい  りへい）

藤川　昭雄さん

（71 歳・伊讃美）

�瑞宝単光章
元調停委員

　平成 10 年に調停
委員に任命以来 18
年間、豊富な知識や経験を生かし、民事や
家事など多くの複雑困難な紛争を解決に
導かれました。「名誉ある章をいただき光
栄に思います。当事者双方が納得した解決
をすることは難しいことですが、多くの
方々の励ましを受け、続けることができま
した。心から感謝申し上げます」。

（ふじかわ あきお）
渡辺　公二さん

（66 歳・樋口）

�瑞宝単光章
元准陸尉

　昭和 45 年入隊以
来、十条駐屯地の地
対空ミサイル整備部隊や霞ヶ浦駐屯地の仕
様書作成業務、古河駐屯地での新入隊員教
育部隊などを経て、平成 16 年に退官する
まで、陸上自衛官として国の安全を支えて
こられました。「大変栄誉ある章を拝受で
きたのも、同僚や上司などの支えがあって
のことです。誠に感謝いたします」。

（わたなべ こうじ）
古池　修一さん

（53 歳・川連）

�黄綬褒章
（株）小松製作所栃木工場
総務部溶接マイスター

　昭和 56 年に小松
フォークリフト（現

（株）小松製作所）に入社以来 35 年間勤務
され、平成 26 年には現代の名工を受賞。
現在も溶接マイスターとして新人教育・育
成に力を注いでいます。「栄誉ある章をい
ただき身が引き締まる思いです。職場のみ
なさま、そして家族に感謝します。この栄
誉に恥じないよう一層精進して参ります」。

（こいけ しゅういち）

海老沢　辰夫さん

（88 歳・新治）

�瑞宝双光章
元公立中学校長

　昭和 25 年に旧養蚕
村立養蚕小学校に赴
任以来、川島小、下館中などに勤務し、下
館南中の校長として平成元年に退職するま
で、児童生徒の教育に尽力されました。「栄
誉ある章を拝受し大変光栄です。教育の難
しさを痛感する日々でしたが、みなさんに
支えられ、成長してく教え子たちを見るこ
とができ感謝の気持ちでいっぱいです」。

（えびさわ たつお）
相澤　利男さん

（67 歳・関本上）

�瑞宝単光章
青木重機運輸（株）
工事部リーダー

（あいざわ としお）

　昭和 46 年青木重
機運輸（株）に入社。
昭和 48 年に移動式クレーン運転士、平成
８年には工事部リーダーとなり、高いク
レーン運転技能で、建設工事の安全管理
に尽力されました。「叙勲は共に仕事をし
てきた仲間のおかげです。今まで築き上
げた土留工事の技術を次の世代に伝える
ことで、恩返ししたいと思います」。

鈴木　啓一さん

（65 歳・川連）

�瑞宝双光章

　昭和 44 年に下館
市消防吏員に任官以
来、平成 23 年消防監として退任されるま
で広域消防の発展に寄与されました。｢市
民のため、そして子どもたちの夢となる消
防士を育てるため力を注いできました。消
防職員の代表として、地域のみなさまや同
僚のお力添えでいただいた章だと心から感
謝いたします」。

（すずき けいいち）

元筑西広域市町村
圏事務組合消防監
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浅
草
・
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん

Ｇ
Ｗ
に
大
盛
況
！
筑
西
市
観
光
物
産
展

葛
飾
区
柴
又
で
も
筑
西
市
を
Ｐ
Ｒ
！

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
４
月
30
日
・
５
月
１
日
、
筑
西
市

の
ブ
ー
ス
を
設
置
中
の
浅
草
の
商
業
施
設「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」

で
「
筑
西
市
観
光
物
産
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
実
施
し
た
物

産
展
で
は
、旬
の
「
こ
だ
ま
ス
イ
カ
」
の
試
食
・
販
売
を
メ
イ
ン
に
、

協
和
園
芸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
い
ち
ご
・
ト
マ
ト
な

ど
筑
西
産
農
産
物
の
販
売
、
下
館
菓
子
組
合
に
よ
る
菓
子
類
の
販

売
、銘
柄
豚
キ
ン
グ
ポ
ー
ク
加
工
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
試
食
で
は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
Ｇ
Ｗ
に

ス
イ
カ
を
食
べ
ら
れ
て
感
動
し
た
」
と
大
盛
況
。
30
日
に
は
市
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ち
っ
く
ん
も
登
場
し
、
お
子
さ
ん
か
ら

年
配
の
人
ま
で
大
人
気
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
の
魅
力
を
紹
介
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
配
布
す
る
な
ど
、
浅
草
を
訪
れ
た
人
に
筑
西
市
の
「
食
」

と
「
観
光
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
が
重
要
政
策
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
の
計
画
や
条

例
な
ど
を
策
定
す
る
と
き
に
、
案
の
段
階
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
事
前
に
公
表
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
対
し
て
は
、

市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
施
策
な
ど
の
策
定
過
程
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
市
民
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
11
件
の
施
策
案
に
つ
い
て
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
内
容
や
結
果
に
つ
い
て
随
時
公
表
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実施予定案件 実施時期 担当課
筑西市公共施設適正配置のため
の基本方針（案） 終了 行政改革

推進課
筑西市汚水処理施設整備構想
（案） 終了 下水道課

筑西市土砂等による土地の埋立て
等の規制に関する条例（改正案） ９月頃 環境課

筑西市空家等対策計画（案） 11月頃 空家対策
推進課

筑西市情報化推進計画（案） 12月頃 情報政策課

筑西市環境基本計画（案） 12月頃 環境課

筑西市第３次地域福祉計画（案） 12月頃 社会福祉課

筑西市第 3次協働のまちづくり
推進計画（案）

平成 29年
１月頃 市民協働課

第 2次筑西市総合計画（案） 平成 29年
１月頃 企画課

筑西市地域公共交通網形成計画
（案）

平成 29年
１月頃 企画課

筑西市耐震改修促進計画（改正
案）

平成 29年
１月頃 建築課

《平成 28 年度の実施予定案件一覧》
（内容は変更となる場合があります）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

 

市
民
協
働
課（
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ア
ル
テ
リ
オ
」２
階・月
曜
休
）

☎
23
ー
１
６
０
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

問

　

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
の
物
産
展
と
同
日
の
４
月
30

日
、
葛
飾
区
柴
又
で
開
催
さ
れ
た
「
寅
さ
ん
縁
日
」
で

も
、
筑
西
の
寅
さ
ん
・
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
の
植
木
定

男
さ
ん
と
市
職
員
が
「
こ
だ
ま
ス
イ
カ
」
の
試
食
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
市
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

▶
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
植
木
さ
ん

▶
こ
だ
ま
ス
イ
カ
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